
倉地克直（文学部長）（１ 「中期計画」と文学部の研究活動）
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【 】 部局長裁量経費による文学部プロジェクト研究資料１

平成 年度13
「研究者の役割と地域研究 （代表者・中藤康俊教授）」

「比較家族研究 （代表者・本池立教授）」

「日本幻想小説の詩学と物語論 （岩松正洋助教授）」

平成 年度14
「語り出す図像 （代表者・佐藤智水教授）」

［研究成果刊行 『比較家族研究』］

平成 年度15
「日本における美的観念の変遷―芸道の成立まで― （代表者・渡辺護教授）」

「自然言語における多様性と普遍性 （代表者・和田道夫教授）」

［研究成果刊行 『研究者の役割と地域社会』］

『日本幻想小説の詩学と物語論』

平成 年度16
「ヨーロッパ的なもののルネサンス―その光と影―に関する研究」

（代表者・吉田浩助教授）

「吉備地方における「雄略朝」期の終末期古墳の解明 （代表者・松木武彦助教授）」

［研究成果刊行 『語り出す図像』］

平成 年度17
「ジェンダー概念の学際的検討―多様性と普遍性をめぐって―」

（代表者・新村容子教授）

「洛陽の史的研究 （代表者・佐川英治助教授）」

［研究成果刊行 『日本における美的観念の変遷―芸道の成立まで―』］

『自然言語における多様性と普遍性』


